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I)垂伏杓子 (荊大 ･盟F<研).田中正文 (四郎?.師!放
大 ･教範)との共同研究｡
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第1回 学習完成基準に達するまでの平均誤答数
第1表 学習課題の順序
mElfi: 左 限 右 限
?? 】?
?????? ??
?
介 別Ⅰ(DI)
介 別Ⅱ(DⅡ)
皮紋逆転Ⅰ(RIl～8)
介 別Ⅱ(DⅡ)
逆 転Ⅱ(RⅡ)
転 移Ⅰ(TI)
転 移Ⅱ(TⅡ)
反復遊転Ⅱ(RⅡ1～8)
転 移Ⅱ(TⅡ)
逆転転移Ⅱ(RTⅡ)
切令が2回迎統する時 (9/10×2)をもって学習の完成
誠印とした｡
結果と考察
何がが各探題で学習完成基準に達するまでに要した平
均訳笛放な約1回に示す｡最初の4課題においては,紘
洪放 ･プt]ック数共に両群間に有意な差が認められな
い｡次の学習Ⅰの反役逆転では,両群とも8回の反復を
通して沢谷数が有意に減少したが,群間には差が認めら
れなかった｡ただし,プpック数において実験群が統制
郡より多くを焚した｡学習Ⅱの反復追跡 こおいては上述
の肘池的改着がさほど跡著でない.これら二つの反復逆
蛇な比較すると,統制群では総誤数,突放郡では総誤数
とプpック数の減少が有意であったO学習Ⅱについても
阿耶nLlに畠が兄い出されない.
次に各学習の初頭における反応確率を比較すると,皮
初の20硫化試行中に多い誤答が次の20試行以降に急激に
減少し,この点についても両群間に有意な差が検出され
なかった｡
以上のように,両群間には反役逆転Ⅰにおいてのみ差
が兄い出された｡すなわち,宍険群では偶然的確率から
学習完成基準に達するまでにより多くの試行回数を要
し,よってこの墓から,弁別学習において硫化と結びつ
く刺酎存報の要素は,脳梁又は前交姐を迅して他半球へ
伝達される性質のものではないかと仮定される｡次に皮
紋逆転の初期と中 ･後期における誤答数の減少仰向の和
迩から.｢逆転学習セット｣は遅くとも放初の反考父近松
学習(RI)の中期までに形成されたと推測される｡また,
反役逆転にともなう初頭正答率の上井は,通常学習セッ
ト訓練の節2試行以降にみられる正答率の増加に相応す
るものと考えられ,この点からも,両群は共に両眼間転
移を示したと解釈される｡
上述の結果から,脳梁と前交遊が切離されていても,
逆転学習セットは両限間で転移すると考えられ,故に学
習セットの形成に関与する神経践桝は,皮質下のかなり
低位の部分で他半球-処理伝達をするものと推測され
る｡
サルにおける退廷反応とニューロン活動
岩本 隆茂l)(北大･文)
サルの遅延交替反応で,反応が遅延させられるときに
活動するニ>-Pソと,この遅延から解放されテコ押し
反応が発現するまえに活動するニユー中ソが前疏前野
背外側郡 (prefrontaldorsolateral)から見出されている
(Kubota&Niki,1971)｡さらにやはりサルで遅延反応
1)現在の所属 :北大 ･教導｡
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